
【取り組む際に生じた課題】
１ 船便での輸送期間は通常３～４日程度であるが、現在はコロナやウクライナ
情勢の影響で10日程度かかる（味や品質が落ちることを懸念）
２ 香港は、想像以上に日本産農産物の取扱量が多く、飽和状態

【対応の結果】
１ 現地到着時に、味や品質の落ちた商品の割合が減少
２ 産地ブランドとしての知名度向上により輸出量が増加

 国内向け農産物(主にローソンに出荷)の安心・安全を担保するために取得した
ASIAGAP認証を活かした新たな販路として、香港へ輸出を開始

 香港等に現地法人を有する商社を介し、マーケットインによる品質・価格が実現

輸出額(千円) 輸出量(ｔ) 出荷時期
令和３年度 18,000 60

10～3月令和２年度 9,600 32
令和元年度 10,000 33

温州みかん、はるか、不知火
【主な品目】

香港
【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ 新たに台湾への輸出を進めるため、現地の農薬基準を満たすための防除暦を
農薬メーカーと協力し作成中
２ 協力農家の拡充と海外市場の更なる販路拡大

【生じた課題への対応】
１ 輸出商社と連携を密に図り、出荷タイミングの見極めや選別作業を徹底
２ 「坂本家の熊本蜜柑」として商品をブランド化し、他の商品と差別化

【連絡先】 （株）ローソンファーム熊本 代表取締役社長 坂本 裕太郎 ＴＥＬ：096-327-8414 

【活用した支援・施策】 地域商社等と連携した熊本フェアの開催（熊本市）

（令和元年度より輸出開始）

熊本県 株式会社ローソンファーム熊本
『柑橘類（温州みかん、はるか、不知火）を香港へ』

青果物

【効果があった取組】
・現地での試食販売
・ブランド名を明記したポップ販売

店舗販売の様子

ポップ

試食販売の様子


